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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクジェット記録ヘッドの吐出口が形成された吐出口面を覆うとともに前記吐出口か
ら吐出されるインクを受容するキャップと、
　前記キャップからインクを排出する空吸引手段と、
　前記キャップ内に前記吐出口からインクを予備吐出させる予備吐出手段と、
　前記予備吐出されたインクのドット数をカウントするカウント手段と、
　前記カウント手段によってカウントされたドット数と予め設定された第１の閾値とを比
較する第１比較手段と、
　前記第１比較手段による比較結果に応じて、以降の予備吐出における吐出ドット数を減
少させるように制御する第１予備吐出制御手段と、
　前記第１予備吐出制御手段によって吐出ドット数を減少させた後に、前記カウント手段
によってカウントされたドット数と予め設定された前記第１の閾値よりも大きい第２の閾
値とを比較する第２比較手段と、
　前記第２比較手段による比較結果に応じて、予備吐出の動作を禁止するように制御する
予備吐出禁止手段と、
　記録動作終了後に前記予備吐出禁止手段によって予備吐出の動作が禁止されていた時間
に応じて以降の予備吐出における吐出ドット数を増加させるように制御する第２予備吐出
制御手段とを有することを特徴とする記録装置。
【請求項２】
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　記録動作終了後には前記空吸引手段を駆動して空吸引動作を行わせるよう制御する空吸
引制御手段をさらに有することを特徴とする請求項１に記載の記録装置。
【請求項３】
　前記空吸引制御手段は、さらに前記記録動作の開始に先立って、前記第１比較手段によ
る比較結果に従って前記空吸引手段を駆動して空吸引動作を行わせるよう制御することを
特徴とする請求項２に記載の記録装置。
【請求項４】
　記録動作として高速に記録を行う第１の記録モードと、時間は要するが高画質の記録を
行う第２の記録モードを備え、
　前記第１の閾値は前記第１の記録モードで記録を行う場合の予備吐出において消費され
るインク消費量に基づいて定められ、
　前記第２の閾値は前記第２の記録モードで記録を行う場合の予備吐出において消費され
るインク消費量と前記キャップのインク受容量とに基づいて定められることを特徴とする
請求項１に記載の記録装置。
【請求項５】
　前記キャップ内にはインク吸収体を収納され、
　前記第２の閾値はさらに前記インク吸収体の体積を考慮して定められることを特徴とす
る請求項４に記載の記録装置。
【請求項６】
　前記空吸引手段によるインク排出が行われると、前記カウント手段によるドット数はリ
セットされることを特徴とする請求項１に記載の記録装置。
【請求項７】
　前記第１及び第２予備吐出制御手段による予備吐出における吐出ドット数の増減は、１
回当りの吐出ドット数の増減、及び／或いは、予備吐出の動作間隔の変更によってなされ
ることを特徴とする請求項１に記載の記録装置。
【請求項８】
　前記第２予備吐出制御手段は、
　前記予備吐出禁止手段によって予備吐出の動作が禁止されてから記録動作終了までの時
間を計測する計測手段と、
　再開した予備吐出におけるインク消費量を決定するために参照するテーブルとを含むこ
とを特徴とする請求項１に記載の記録装置。
【請求項９】
　前記インクジェット記録ヘッドは、熱エネルギーを利用してインクを吐出するために、
インクに与える熱エネルギーを発生するための電気熱変換体を備えていることを特徴とす
る請求項１に記載の記録装置。
【請求項１０】
　インクジェット記録ヘッドの吐出口が形成された吐出口面を覆うとともに前記吐出口か
ら吐出されるインクを受容するキャップと、前記キャップ内に前記吐出口からインクを予
備吐出させる予備吐出手段と、前記キャップからインクを排出する空吸引手段とを備えた
記録装置に用いる予備吐出制御方法であって、
　前記予備吐出されたインクのドット数をカウントするカウント工程と、
　前記カウント工程においてカウントされたドット数と予め設定された第１の閾値とを比
較する第１比較工程と、
　前記第１比較工程における比較結果に応じて、以降の予備吐出における吐出ドット数を
減少させるように制御する第１予備吐出制御工程と、
　前記第１予備吐出制御工程において吐出ドット数を減少させた後、前記カウント工程に
おいてカウントされたドット数と予め設定された前記第１の閾値よりも大きい第２の閾値
とを比較する第２比較工程と、
　前記第２比較手段による比較結果に応じて、予備吐出の動作を禁止するように制御する
予備吐出禁止工程と、
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　記録動作終了後に前記予備吐出禁止工程において予備吐出の動作が禁止されていた時間
に応じて以降の予備吐出における吐出ドット数を増加させるように制御する第２予備吐出
制御工程とを有することを特徴とする予備吐出制御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は記録装置及び予備吐出制御方法に関し、特に、インクジェット記録ヘッドを用い
て記録を行う記録装置及び予備吐出制御方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
インクジェット記録方式は、低騒音、低ランニングコスト、装置の小型化、記録画像のカ
ラー化が容易等の理由から種々のプリンタ、複写機、ファクシミリ等に利用されている。
【０００３】
この方式を採用した記録装置は、インクジェット記録ヘッド（以下、記録ヘッドという）
の微細な吐出口から微小なインク滴を吐出して、紙、布、不織布、ＯＨＰフィルムなどの
記録媒体に画像を記録する。そのため、記録動作が行われない状態が続いて、その記録ヘ
ッドが長期にわたってインクを吐出していない場合には、インク吐出口（以下、吐出口と
いう）内のインクが蒸発乾燥してしまい、粘度の増したインクや固化したインクが吐出口
に詰まって、ヨレ（インクの吐出方向が変化する現象）や吐出不良を引き起こすことがあ
る。そこで、インクジェット記録装置には、こうした不都合を解消すべく、インクの吐出
状態を回復させるための回復処理を行う回復手段が備えられている。
【０００４】
インクジェット記録装置（以下、記録装置という）では、吐出口内のインクの蒸発乾燥に
起因するヨレやインクの不吐出を解消するために、次のような構成が採られている。
【０００５】
まず、記録動作が行われない時には記録ヘッドの吐出口が形成されている吐出口面をキャ
ップで覆うことにより、吐出口内のインクが蒸発乾燥するのを防止する。万が一、インク
の粘度が増して吐出口に固着して吐出不良を起こしたり、その吐出口面に異物が付着した
場合には、キャップの内部に接続された吸引ポンプによって、吐出口内の粘度が増したイ
ンクや吐出口面の異物をインクとともに吸引して排出し、それによって正常な吐出状態に
回復させるようになっている（これを吸引回復という）。
【０００６】
また、オンデマンド型インクジェット記録方式を採用した記録装置の記録動作において、
一つの記録ヘッドに設けられた複数の吐出口全てが記録のために常に使用されているわけ
ではなく、ある時間以上使用されない不使用ノズルがある。また、カラー記録装置のよう
に、各色インクに対応して複数の記録ヘッドを備えた構成の場合には、記録データが転送
されずにある記録ヘッド全体が不使用となる場合もある。
【０００７】
さらに、記録ヘッドを搭載したキャリッジを走査させて記録を行ういわゆるシリアルスキ
ャン方式において、不使用の記録ヘッドの吐出口面がキャップされない状態のまま、キャ
リッジが長時間連続して走査されたり或いは停止した場合、インク吐出が発生しない吐出
口内のインクが蒸発乾燥してしまい、結果としてインクの吐出性能の低下が起こる。これ
は、記録画像の品質低下を引き起こしてしまう。
【０００８】
このような現象を防止するために記録装置では、一般に、ある時間間隔毎に、記録データ
とは無関係に所定の場所でインクの吐出を行い、ノズル内のインクを排出してフレッシュ
なインクに置換することによって、インクの吐出状態を常に適正に保つことが行われてい
る。このようなインクの吐出動作は“予備吐出”と呼ばれる。
【０００９】
この予備吐出によって吐出されるインクは、記録媒体や記録装置内部に飛散して汚れが発
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生しないように、回復ユニットのキャップ内や、別に設けた予備吐出ポジションといわれ
る場所に向けて吐出され、最終的に廃インクタンク内に貯蔵される。キャップ内にインク
を吐出する技術は、例えば、特開昭５９－７０５３号公報、特開平４－５２２１９号公報
に記載されている。
【００１０】
最近では、記録画像の品位を向上させるために、記録インク以外に記録画像の品質を向上
させるための特殊な記録性向上液（以下、処理液という）を記録媒体上に吐出させること
によって、記録媒体上でインクを不溶化させて耐水性を良くしたり、にじみを防止したり
しながら記録を行う技術も提案されている。このような技術を採用した記録装置では、記
録ヘッドと処理液とが記録装置内で混ざり合わないように、予備吐出の際にそれらのイン
クや処理液を受ける受け部を互いに対して離れた位置に複数設けるようにしている。しか
しながら、予備吐出のためにインクや処理液を受ける受け部を複数箇所に設けることは装
置の大型化につながる。そこで、記録装置を小型化するために、キャップ内を予備吐出位
置として活用することが提案されている。
【００１１】
また最近は、垂れ幕のような長尺の記録用紙（バナー紙）にも画像を記録することが要求
されている。このような長尺な記録用紙に記録をする場合には、通常のコピー用紙などの
規定サイズ（Ａ４、リーガルサイズ等）の用紙に記録する場合に比べて、記録動作中にお
ける予備吐出の回数も増えるため、予備吐出に使用されるインクの量も多くなる。キャッ
プ内に予備吐出を行う構成の場合は、キャップ内に溜まったインクを、キャップの内部に
接続された吸引ポンプで適宜吸引除去（以下、空吸引という）しなければならず、この空
吸引の動作が記録動作の途中に入るとスループットの低下を招くことになる。
【００１２】
この問題を解決するため、特開平３－２３４６３８号公報には、キャップ内に予備吐出を
しながらも、１ページ分の記録が終了したときに、キャップ内に残留したインクを空吸引
することを提案している。
【００１３】
また、記録ヘッドを搭載したキャリッジを紙などの記録媒体の搬送方向に対して直角の方
向に往復走査させるシリアルタイプの記録装置の場合は、主としてキャリッジを駆動する
ための駆動源（モータなど）と、記録媒体を搬送するための駆動源と、記録ヘッドの吐出
状態を回復するための回復処理を行う回復手段を駆動するための駆動源とを備え、これら
の駆動源を必要に応じて駆動する構成が一般的であったが、近年では、記録装置の小型化
、コストダウン化の点から、記録媒体を搬送するための駆動源と回復手段のための駆動源
を共通化し、一つの駆動源を切り替えて使用する構成を採用した装置が多く存在している
。例えば、特開平１－８２９６２号公報には、記録ヘッドの回復処理のための吸引ポンプ
の駆動用モータと、記録媒体の用紙を送る紙送りモータとを兼用させる記録装置が記載さ
れている。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら上記従来例のように搬送制御と回復制御とを同一のモータで駆動させる構成
の場合、次のような問題が生じることがあった。
【００１５】
例えば、記録媒体（例えば、記録用紙）が記録装置にセットされている状態のときに回復
処理の動作を実行しようとした場合、同一のモータを使用しているために回復処理の動作
に応じて記録用紙が搬送されてしまう。そのため、記録用紙の位置がずれてしまい、記録
画像がうまくつながらなかったり、またある時には、記録途中の記録用紙が搬送機構から
外れてしまうことがあった。これらの問題を解決するためには、記録動作中、あるいは記
録用紙が搬送機構にある間は、回復動作を行わない、または行わせないように制御するこ
とが必要となる。
【００１６】
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また、このような記録装置によって、前述したような長尺の記録用紙に記録を行う場合に
は、予備吐出のインク量が多くなり、しかも記録動作の途中で空吸引の動作を行うことも
できないために、予備吐出を行っているとキャップ内からインクがあふれて、記録装置内
部を汚染してしまうおそれがある。これを解決するためには、特開平１０－２７８２９９
号公報にはキャップ内のインク量が所定量以上になった場合に、キャップへの予備吐出を
禁止する予備吐制御手段が記載されている。しかし、キャップへの予備吐出を禁止した場
合、長時間未使用となる吐出口が発生することが避けられないため、結果として、インク
吐出性能の低下が発生し、記録画像品質の低下を引き起こしてしまう。また、このような
品質低下は、現在記録中の画像だけでなく、次に記録する画像にも影響を及ぶことがある
。
【００１７】
本発明は上記従来例に鑑みてなされたもので、画像記録に寄与しないインクを記録ヘッド
から吐出させる予備吐出を効率良く行い、かつ記録装置内部の汚染を低減することができ
る記録装置及び予備吐出制御方法を提供することを目的としている。
【００１８】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために本発明の記録装置は、以下のような構成からなる。
【００１９】
　即ち、インクジェット記録ヘッドの吐出口が形成された吐出口面を覆うとともに前記吐
出口から吐出されるインクを受容するキャップと、前記キャップからインクを排出する空
吸引手段と、前記キャップ内に前記吐出口からインクを予備吐出させる予備吐出手段と、
前記予備吐出されたインクのドット数をカウントするカウント手段と、前記カウント手段
によってカウントされたドット数と予め設定された第１の閾値とを比較する第１比較手段
と、前記第１比較手段による比較結果に応じて、以降の予備吐出における吐出ドット数を
減少させるように制御する第１予備吐出制御手段と、前記第１予備吐出制御手段によって
吐出ドット数を減少させた後に、前記カウント手段によってカウントされたドット数と予
め設定された前記第１の閾値よりも大きい第２の閾値とを比較する第２比較手段と、前記
第２比較手段による比較結果に応じて、予備吐出の動作を禁止するように制御する予備吐
出禁止手段と、記録動作終了後に前記予備吐出禁止手段によって予備吐出の動作が禁止さ
れていた時間に応じて以降の予備吐出における吐出ドット数を増加させるように制御する
第２予備吐出制御手段とを有することを特徴とする記録装置を備える。
【００２０】
さらに、記録動作終了後には空吸引手段を駆動して空吸引動作を行わせるよう制御する空
吸引制御手段を備え、その空吸引制御手段がさらに記録動作の開始に先立って、前記第１
比較手段による比較結果に従って空吸引手段を駆動して空吸引動作を行わせるよう制御す
ることが望ましい。
【００２１】
また、記録動作として高速に記録を行う第１の記録モードと、時間は要するが高画質の記
録を行う第２の記録モードを備え、前記第１の閾値は第１の記録モードで記録を行う場合
の予備吐出において消費されるインク消費量に基づいて定められ、第２の閾値は前記第２
の記録モードで記録を行う場合の予備吐出において消費されるインク消費量と前記キャッ
プのインク受容量とに基づいて定められると良い。さらに、前記キャップ内にインク吸収
体を収納されるなら、第２の閾値はさらにそのインク吸収体の体積を考慮して定められる
と良い。
【００２２】
　さらに、空吸引手段によるインク排出が行われると、そのカウント手段によるドット数
はリセットされるように構成すると良い。
【００２３】
　また、前記第１及び第２予備吐出制御手段による予備吐出における吐出ドット数の増減
は、１回当りの吐出ドット数の増減、及び／或いは、予備吐出の動作間隔の変更によって
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なされることが望ましい。
【００２４】
さらに、前記第２予備吐出制御手段は、予備吐出の動作が禁止されてから記録動作終了ま
での時間を計測する計測手段や、再開した予備吐出におけるインク消費量を決定するため
に参照するテーブルを備えると良い。
【００２５】
さらに、前記インクジェット記録ヘッドには、熱エネルギーを利用してインクを吐出する
ために、インクに与える熱エネルギーを発生するための電気熱変換体を備えていることが
望ましい。
【００２６】
　また他の発明によれば、インクジェット記録ヘッドの吐出口が形成された吐出口面を覆
うとともに前記吐出口から吐出されるインクを受容するキャップと、前記キャップ内に前
記吐出口からインクを予備吐出させる予備吐出手段と、前記キャップからインクを排出す
る空吸引手段とを備えた記録装置に用いる予備吐出制御方法であって、前記予備吐出され
たインクのドット数をカウントするカウント工程と、前記カウント工程においてカウント
されたドット数と予め設定された第１の閾値とを比較する第１比較工程と、前記第１比較
工程における比較結果に応じて、以降の予備吐出における吐出ドット数を減少させるよう
に制御する第１予備吐出制御工程と、前記第１予備吐出制御工程において吐出ドット数を
減少させた後、前記カウント工程においてカウントされたドット数と予め設定された前記
第１の閾値よりも大きい第２の閾値とを比較する第２比較工程と、前記第２比較手段によ
る比較結果に応じて、予備吐出の動作を禁止するように制御する予備吐出禁止工程と、記
録動作終了後に前記予備吐出禁止工程において予備吐出の動作が禁止されていた時間に応
じて以降の予備吐出における吐出ドット数を増加させるように制御する第２予備吐出制御
工程とを有することを特徴とする予備吐出制御方法を備える。
【００２８】
以上の構成により本発明は、インクジェット記録ヘッドとそのインク吐出口面を覆うとと
もに吐出口から吐出されるインクを受容可能なキャップと記録動作とは別に所定の時間間
隔でキャップ内に対してインクジェット記録ヘッドからインクを予備吐出させる手段とを
備えた記録装置において、その予備吐出によるインク消費量を累積し、予備吐出のたび毎
に累積されたインク消費量を第１の閾値と比較し、その比較結果に従って以降の予備吐出
におけるインク吐出量を減少させるように制御し、インク吐出量が減少した予備吐出のた
び毎に累積されたインク消費量を第１の閾値よりも大きい第２の閾値と比較し、その比較
結果に従って予備吐出の動作を禁止するように制御し、記録動作終了後には予備吐出の動
作が禁止されていた時間に従って以降の予備吐出を再開させ、その予備吐出におけるイン
ク消費量を増やすように制御する。
【００２９】
【発明の実施の形態】
以下添付図面を参照して本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。
【００３０】
図１は本発明の代表的な実施形態であるインクジェット方式に従って記録を行う記録ヘッ
ドを備えた記録装置の槻略構成を示す斜視図である。
【００３１】
図１において、Ｃはその上方にインクタンク、その下方に記録ヘッドを有し、さらに記録
ヘッドを駆動するための信号などを受信するコネクタが設けられているインクジェットカ
ートリッジ（以下、カートリッジ）、２は複数のカートリッジＣを搭載するキャリッジで
ある。複数のカートリッジＣ夫々のインクタンクには、イエロ、マゼンタ、シアン、ブラ
ックインクなどの異なった色のインクを収容する。また、キャリッジ２には、各カートリ
ッジＣの記録ヘッドを駆動するための信号などを伝達するコネクタホルダが設けられ、そ
の記録ヘッドと電気的に接続されるようになっている。図１に示す例では、左からイエロ
、マゼンタ、シアン、ブラックインクを夫々のインクタンク内に収納した４つのカートリ
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ッジＣが搭載される。
【００３２】
１１は記録ヘッドを走査させる方向（主走査方向）に延在してキャリッジ２を摺動自在に
支持する走査レール、５２はキャリッジモータ、５３はキャリッジ２を主走査方向に往復
移動させるためのキャリッジモータ５２の駆動力を伝達する駆動ベルト、１５と１６、及
び１７と１８は、記録ヘッドによる記録媒体の記録位置の前後に配置され記録媒体を挾持
して搬送する搬送ローラ対、Ｐは紙などの記録媒体である。記録媒体Ｐはその記録面を平
坦に規制するプラテン（不図示）の案内面に圧接されている。
【００３３】
また、キャリッジ２に搭載されたカートリッジＣが備える記録ヘッドは、キャリッジ２か
ら下方へ突出して搬送用ローラ１６と１８の間に位置し、記録ヘッドの吐出口が形成され
ている吐出口形成面は、プラテン（不図示）の案内面に圧接された記録媒体Ｐと平行に対
向するようになっている。
【００３４】
さて、この実施形態の記録装置には回復系ユニットが図１の左側にあるホームポジション
側に配設されている。
【００３５】
図１において、この回復系ユニットに関し、３００は４つのカートリッジＣ夫々に備えら
れた記録ヘッド夫々に対応して設けられた上下方向に昇降可能なキャップユニットである
。キャップユニット３００は、キャリッジ２がホームポジションにあるときに、記録ヘッ
ドと接合してこれをキャッピングし、記録ヘッドの吐出口内のインクの蒸発を防止して、
インクの粘度が増大したり、或いは、揮発成分が蒸発し固着して吐出不良となることを防
いでいる。
【００３６】
また、キャップユニット３００の内部は、ポンプユニット（不図示）に連通されている。
そのポンプユニットは必要に応じて負圧を生じさせる。負圧を生じるタイミングは、例え
ば、記録ヘッドが万が一吐出不良になった場合に、キャップユニット３００と記録ヘッド
とを接合させて行う吸引回復時や、キャップユニット３００のキャップ内に予備吐出され
たインクを空吸引するときなどである。
【００３７】
４０１は記録媒体Ｐに対する記録動作領域を挟んでホームポジションと反対側に設けられ
た予備吐出受け部であり、予備吐出受け部４０１において、記録ヘッドの予備吐出を行う
。さらに、回復系ユニットにはゴムなどの弾性部材で形成されたブレードを設けて、記録
ヘッドの吐出口形成面に付着した液滴をワイピングするような構成としてもよい。
【００３８】
なお、この実施形態の記録装置では、記録媒体Ｐを搬送するための搬送用の駆動モータと
、回復系ユニットを動作させるための駆動モータとを同一のものとして共通化している。
【００３９】
図２は記録ヘッドとインクタンクとが一体となったインクジェットカートリッジＣの斜視
図である。
【００４０】
カートリッジＣは、図２に示されているように、上方にインクタンクＴ、下方に記録ヘッ
ド８６を有しており、さらに、インクタンクＴの上部には空気孔８４が、インクタンクＴ
と並ぶ位置にはヘッド側コネクタ８５が設けられている。コネクタ８５は記録ヘッド８６
を駆動するための信号などを受信すると共にインク残量検知信号を出力する。記録ヘッド
８６には、図中下方の底面側に開口する複数の吐出口を有する吐出口面１が形成されてお
り、各吐出口に連通する液路部分にはインクを吐出するために必要とされる熱エネルギー
を発生する電気熱変換体が配置されている。
【００４１】
図３は、以上のように構成された記録装置の制御構成を説明するためのブロック図である
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。
【００４２】
図３から分かるように、記録装置は装置各部の制御を行うプリンタ制御部１００と、記録
装置に対して種々の指示を行ったり記録装置の動作状況を表示する各種入力キーとＬＥＤ
やＬＣＤを備えた操作表示部１０５と、装置各部の機構を駆動する駆動部１１０とから構
成されている。
【００４３】
プリンタ制御部１００は、ＣＰＵ１０１、ＲＯＭ１０２、ＲＡＭ１０３、時間を計測する
ためのタイマ１０４などから構成されており、ＣＰＵ１０１がＲＯＭ１０２に格納された
プログラムを実行することにより装置各部の制御を行う。プリンタ制御部１００には記録
データや制御信号を供給するホスト１５０との通信を行うためのインタフェース（不図示
）が備えられている。
【００４４】
駆動部１１０には、プリンタ制御部１００からの転送される記録データに基づいて記録ヘ
ッド８６の各電気熱変換体を駆動するためのヘッドドライバ１２０、プリンタ制御部１０
０からの信号に基づいてキャリッジ２を主走査方向に移動させるべく、キャリッジモータ
５２を駆動するためのモータドライバ１２１、プリンタ制御部１００からの信号に基づい
て給紙ローラおよび紙送りローラを駆動して、記録媒体Ｐを副走査方向に搬送すべく、搬
送モータ（兼回復系モータ）１３０を駆動するためのモータドライバ１２２が備えられて
いる。
【００４５】
これらによって記録媒体Ｐ上への記録動作が実行される。
【００４６】
また、駆動部１１０には、記録媒体Ｐの有無を検出するためのセンサや、キャリッジ２の
ホームポジションに移動したことを検出するホームポジションセンサなどを含む各種セン
サ１４０を備え、これらの検出信号に基づいて、ＣＰＵ１０１はキャリッジ２の位置や記
録媒体Ｐの有無などを認識する。
【００４７】
なお、搬送モータ１３０は駆動伝達ギア（不図示）を切り替えることにより、記録ヘッド
８６の吐出状態を維持・回復するための回復処理を行う回復ユニットを駆動することがで
きる。
【００４８】
次に予備吐出動作について説明する。
【００４９】
図４は記録装置を前面から視たときの要部の概略図である。
【００５０】
図４において、６０は記録媒体Ｐに平坦な記録面を形成するためのプラテンであり、その
上面において記録媒体Ｐが搬送される。そして、矢印ａおよびｂ方向に記録ヘッドを搭載
したキャリッジ２を移動させながら、記録媒体Ｐ上にインクを吐出して画像を記録してい
く。つまり、キャリッジ２が図４に示す矢印ａ、ｂ方向のいずれの方向走査においても記
録可能(往復記録)となっている。記録媒体Ｐに対する記録領域から左側に外れたホームポ
ジション側にはキャップ３００が備えられ、また記録領域から右側に外れた位置には予備
吐出受け部４０１が備えられている。
【００５１】
そして、記録動作中に所定の時間間隔で、キャップ３００または予備吐出受け部４０１の
いずれかの位置にキャリッジ２を移動させて、予備吐出を行うようにしている。
【００５２】
なお、キャップ３００の内部に予備吐出する場合には、図５のキャップ３００の断面図が
示すように、キャップ３００の内部にインク吸収体３１０を設けることがインクの漏れや
跳ね返りを防止する上において好ましい。
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【００５３】
この実施形態では、予めキャップ３００の形状と容積によって決定されるキャップ３００
のインク受容量に基づいて、キャップ３００に予備吐出できるインク滴の最大吐出数つま
り最大ドット数（Ｘ２）に基づいて、Ｘ２より小さいドット数（Ｘ１）を決定しておく。
言い換えると、この実施形態では、キャップ３００のインク容量に関して、２段階の閾値
をもつことになる。
【００５４】
最大ドット数（Ｘ２）の設計値は、これを容積に換算した場合、キャップ３００の最大容
積を下回るだけでなく、記録ヘッド温度の上昇による吐出量増加や記録ヘッドの吐出口か
らの蒸発防止のために行うキャップ上下動によるキャップ３００の移動などによりインク
が溢れ出すなどの弊害がないようにしなければならない。
【００５５】
図５に示すようにキャップ３００内部にはインク吸収体３１０を設けることがインクの漏
れや跳ね返りを防止する上において好ましく、この場合はインク吸収体３１０の体積をも
考慮して最大ドット数（Ｘ２）を決定しなければならない。また、最大ドット数（Ｘ２）
は、記録装置に備えられた記録モードのなかでも最も時間の要する記録モードを選択した
場合に所定の時間間隔でキャップ３００内に予備吐出されるドット数より大きい方が好ま
しい。最も時間の要する記録モードは一般的に特殊な記録媒体に写真画像などを出力する
ために使用されるため、出力画像の画質は高画質であることが望まれる。この理由から、
最も時間の要する記録モードでの記録には記録ヘッドを常に良好な状態に保つことが必要
であり、このために予備吐出を行う必要があるからである。
【００５６】
もしも、最大ドット数（Ｘ２）が最も時間の要する記録モード時にキャップ３００に予備
吐出されるドット数より小さいと、記録ヘッドの吐出口からのインク中の水分蒸発などに
より、インク吐出位置が乱れたり、不吐出になったりして出力画像の画質の低下を招く恐
れがある。そこで、上記の条件を満たした最大ドット数（Ｘ２）を設定することで、予期
できないユーザよる記録中断命令時などにも所定の時間間隔でなされるキャップ３００へ
のインク吐出が最大ドット数（Ｘ２）を超えた場合は、予備吐出を禁止してキャップ３０
０から溢れ出して記録装置本体内部を汚染することを防止している。
【００５７】
これに対して、最大ドット数（Ｘ２）より小さいドット数（Ｘ１）（この実施形態では最
小ドット数という）は、記録装置に備えられた高速記録モードを選択した場合に、所定の
時間間隔でキャップ３００内に予備吐出されるドット数より大きい方が好ましい。これは
、キャップ３００からインクを排出するために行う動作（空吸引）が、最小ドット数（Ｘ
１）を超えた場合に必要となるためである。つまり、最小ドット数（Ｘ１）が小さすぎる
と、記録毎にキャップ３００からインクを排出する空吸引動作が実行されるため、記録装
置のスループットの低下につながるからである。
【００５８】
なお、キャップ３００へ吐出されるインク液滴のドット数を表す指標は、記録ヘッド８６
の駆動条件などが決まっていればインク体積（容積）でもよく、予備吐出時におけるイン
クのドット数（Ｎ）をカウントすることにより、キャップ３００に吐出されたインク総容
量を知ることが出来る。また、１回の予備吐出によるドット数が決定していれば予備吐出
の回数をカウントしてもよい。或いは、タイマを用いて所定の時間間隔で定期的に予備吐
出を実行するのであれば、時間経過によりキャップ３００内のインク総容量を知ることも
出来る。
【００５９】
次に、この実施形態に従う予備吐出制御の流れを説明する。
【００６０】
図６は予備吐出制御処理を示すフローチャートである。この図では記録装置がまず待機中
にあるとして説明している。
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【００６１】
待機中の状態のとき、既に予備吐出がキャップ３００に対してなされていればキャップへ
の予備吐出のドット数のカウント（Ｎ）には予備吐出された分がカウントされているし、
予備吐出がされていない場合には、そのカウント値はゼロである。このドット数カウント
は、ハードウエアでもソフトウエアでも実現することができ、いずれの計数方法を用いて
もよい。
【００６２】
まず、ステップＳ１ではホストから記録データ信号の受信待機中でも所定の時間間隔でキ
ャップ３００に予備吐出を行い、ステップＳ２ではその予備吐出されたドット数を予備吐
出ドットカウント値（Ｎ）に加算する。
【００６３】
次にステップＳ３で記録信号をホストから受信したかどうかを調べ、受信がなければ処理
はステップＳ１に戻り、受信があると処理はステップＳ４に進み、記録媒体(例えば、記
録用紙)を記録装置に給紙する前に、予備吐出カウント値（Ｎ）と最小ドット数（Ｘ１）
と比較する。ここで、Ｎ≧Ｘ１であれば、処理はステップＳ５に進み、キャップ内からイ
ンクを排出する空吸引を実行し、さらにステップＳ６では予備吐出ドットカウント値（Ｎ
）をゼロにリセットする。その後、処理はステップＳ７に進む。
【００６４】
これに対して、Ｎ＜Ｘ１であれば、処理はステップＳ７に進み、記録を開始する。次にス
テップＳ８では、記録が完了したかどうかを調べる。ここで、記録完了と判断された場合
は、処理を終了する。これに対して、記録がまだ続行中であると判断された場合、処理は
ステップＳ９に進み、記録動作中でも所定の時間間隔でキャップ３００へ予備吐出を行う
。続く、ステップＳ１０では予備吐出カウント値（Ｎ）と最小ドット数（Ｘ１）と比較す
る。ここで、Ｎ＜Ｘ１であれば処理はステップＳ８に戻るが、Ｎ≧Ｘ１であれば処理はス
テップＳ１１に進み、記録動作中の予備吐出における吐出ドット数を減少させる。なお、
ステップＳ１１の処理では、吐出ドット数を減少させる代わりに予備吐出の所定の時間間
隔を長くしても良い、吐出ドット数を減少させると同時に予備吐出の所定の時間間隔を長
くしても良い。
【００６５】
ステップＳ１１の後、処理はステップＳ１２において、ステップＳ８と同様に記録完了か
どうかを調べる。ここで、記録完了と判断された場合、処理はステップＳ２０に進みキャ
ップの空吸引を実行し、さらに、ステップＳ２１では予備吐出ドットカウント値（Ｎ）を
リセットし、処理を終了する。これに対して、記録がまだ続行中であると判断された場合
、処理はステップＳ１３に進む。
【００６６】
ステップＳ１３では予備吐出ドットカウント値（Ｎ）が上述したようにキャップ３００の
容積及び形状によって決定される最大ドット数（Ｎ２）より小さいかどうかを調べる。こ
こで、Ｎ＜Ｘ２であれば処理はステップＳ１２に戻るが、Ｎ≧Ｘ２であれば処理はステッ
プＳ１４に進み、キャップ３００からインクが溢れることを防止するため、キャップ３０
０へのインク吐出を禁止する。
【００６７】
さらに、ステップＳ１５では、ステップＳ１４においてキャップ３００へのインク吐出が
禁止された時間を始点にして予備吐出禁止時間（Ｔ）を計測を開始する。そして、ステッ
プＳ１６では記録完了を待ち合わせ、記録完了と判断されると予備吐出禁止時間（Ｔ）の
計測を終了して処理はステップＳ１７に進む。このようにして記録完了までの予備吐出禁
止時間（Ｔ）が測定される。ステップＳ１７では記録媒体(紙)を排紙後、空吸引を実行し
てキャップ３００内のインクを排出し、ステップＳ１８では予備吐出ドットカウント値（
Ｎ）をリセットする。
【００６８】
最後にステップＳ１９では、測定された予備吐出禁止時間（Ｔ）に応じて、次の記録動作
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の前に実行される所定間隔での予備吐出による吐出ドット数を増加させるよう記録装置に
必要な設定を行う。
【００６９】
なお、ステップＳ１９の処理は、測定された予備吐出禁止時間（Ｔ）に応じて、待機中に
なされる予備吐出の時間間隔を短くするように設定しても良いし、或いは、図７に示した
ような予備吐出禁止時間（Ｔ）と予備吐出の時間間隔と吐出ドット数との関係を示すテー
ブルを予め用意しておき、測定された予備吐出禁止時間（Ｔ）に応じてこのテーブルを参
照し、次に行う予備吐出までの時間間隔と吐出ドット数を決定してもよい。図７によれば
、予備吐出禁止時間（Ｔ）が４０秒（sec）であれば、次回予備吐出を実行するときに吐
出ドット数は２００ドット、時間間隔が０．５秒となるように選択される。
【００７０】
その後、処理は終了し、次の記録信号の受信に備える。
【００７１】
従って以上説明した実施形態に従えば、２つの異なる閾値を準備しておき、その内の小さ
い閾値を用いて記録を開始する際には記録待機中の予備吐出で消費されたインク量に従っ
て空吸引の実行を制御し、記録動作中の予備吐出で消費されたインク量に従って予備吐出
の際の吐出ドット数を変化させるように制御し、さらには大きい方の閾値を用いて記録動
作中の予備吐出で消費されたインク量に従って予備吐出を禁止するよう制御するので、記
録待ちの状況や記録動作の進行状況に合わせてキャップから吐出インクが溢れないように
、柔軟にかつ最適な予備吐出を行わせることができる。
【００７２】
これにより、記録装置内が溢れたインクで汚染されることが防止され、予備吐出に伴うイ
ンク消費と記録ヘッドを最適な状態に維持することの間でよい平衡が保たれ、予備吐出に
伴うインク消費量を抑えるとともに、記録ヘッドを最適な状態に維持することができる。
これにより、記録画像品質を良好に維持することができる。
【００７３】
加えて、予備吐出を禁止した後に記録が完了すると空吸引を行ってキャップ３００に溜ま
ったインクを排出し、その後に再び行うようになる所定時間間隔での予備吐出の際の吐出
ドット数を予備吐出禁止時間に従って変化させるように制御するので、予備吐出に伴うイ
ンク消費量と記録ヘッドを良好な状態に維持することの間で最適なバランスを維持した柔
軟かつ最適な予備吐出を行わせることができる。
【００７４】
以上の実施形態において、記録ヘッドから吐出される液滴はインクであるとして説明し、
さらにインクタンクに収容される液体はインクであるとして説明したが、その収容物はイ
ンクに限定されるものではない。例えば、記録画像の定着性や耐水性を高めたり、その画
像品質を高めたりするために記録媒体に対して吐出される処理液のようなものがインクタ
ンクに収容されていても良い。
【００７５】
そして以上の実施形態は、特にインクジェット記録方式の中でも、インク吐出を行わせる
ために利用されるエネルギーとして熱エネルギーを発生する手段（例えば電気熱変換体や
レーザ光等）を備え、前記熱エネルギーによりインクの状態変化を生起させる方式を用い
ることにより記録の高密度化、高精細化が達成できる。
【００７６】
その代表的な構成や原理については、例えば、米国特許第４７２３１２９号明細書、同第
４７４０７９６号明細書に開示されている基本的な原理を用いて行うものが好ましい。こ
の方式はいわゆるオンデマンド型、コンティニュアス型のいずれにも適用可能であるが、
特に、オンデマンド型の場合には、液体（インク）が保持されているシートや液路に対応
して配置されている電気熱変換体に、記録情報に対応していて核沸騰を越える急速な温度
上昇を与える少なくとも１つの駆動信号を印加することによって、電気熱変換体に熱エネ
ルギーを発生せしめ、記録ヘッドの熱作用面に膜沸騰を生じさせて、結果的にこの駆動信
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号に１対１で対応した液体（インク）内の気泡を形成できるので有効である。この気泡の
成長、収縮により吐出用開口を介して液体（インク）を吐出させて、少なくとも１つの滴
を形成する。この駆動信号をパルス形状にすると、即時適切に気泡の成長収縮が行われる
ので、特に応答性に優れた液体（インク）の吐出が達成でき、より好ましい。
【００７７】
このパルス形状の駆動信号としては、米国特許第４４６３３５９号明細書、同第４３４５
２６２号明細書に記載されているようなものが適している。なお、上記熱作用面の温度上
昇率に関する発明の米国特許第４３１３１２４号明細書に記載されている条件を採用する
と、さらに優れた記録を行うことができる。
【００７８】
記録ヘッドの構成としては、上述の各明細書に開示されているような吐出口、液路、電気
熱変換体の組み合わせ構成（直線状液流路または直角液流路）の他に熱作用面が屈曲する
領域に配置されている構成を開示する米国特許第４５５８３３３号明細書、米国特許第４
４５９６００号明細書を用いた構成も本発明に含まれるものである。加えて、複数の電気
熱変換体に対して、共通するスロットを電気熱変換体の吐出部とする構成を開示する特開
昭５９－１２３６７０号公報や熱エネルギーの圧力波を吸収する開口を吐出部に対応させ
る構成を開示する特開昭５９－１３８４６１号公報に基づいた構成としても良い。
【００７９】
さらに、記録装置が記録できる最大記録媒体の幅に対応した長さを有するフルラインタイ
プの記録ヘッドとしては、上述した明細書に開示されているような複数記録ヘッドの組み
合わせによってその長さを満たす構成や、一体的に形成された１個の記録ヘッドとしての
構成のいずれでもよい。
【００８０】
加えて、上記の実施形態で説明した記録ヘッド自体に一体的にインクタンクが設けられた
カートリッジタイプの記録ヘッドのみならず、装置本体に装着されることで、装置本体と
の電気的な接続や装置本体からのインクの供給が可能になる交換自在のチップタイプの記
録ヘッドを用いてもよい。
【００８１】
また、以上説明した記録装置の構成に、記録ヘッドに対する回復手段、予備的な手段等を
付加することは記録動作を一層安定にできるので好ましいものである。これらを具体的に
挙げれば、記録ヘッドに対してのキャッピング手段、クリーニング手段、加圧あるいは吸
引手段、電気熱変換体あるいはこれとは別の加熱素子あるいはこれらの組み合わせによる
予備加熱手段などがある。また、記録とは別の吐出を行う予備吐出モードを備えることも
安定した記録を行うために有効である。
【００８２】
さらに、記録装置の記録モードとしては黒色等の主流色のみの記録モードだけではなく、
記録ヘッドを一体的に構成するか複数個の組み合わせによってでも良いが、異なる色の複
色カラー、または混色によるフルカラーの少なくとも１つを備えた装置とすることもでき
る。
【００８３】
以上説明した実施の形態においては、インクが液体であることを前提として説明している
が、室温やそれ以下で固化するインクであっても、室温で軟化もしくは液化するものを用
いても良く、あるいはインクジェット方式ではインク自体を３０°Ｃ以上７０°Ｃ以下の
範囲内で温度調整を行ってインクの粘性を安定吐出範囲にあるように温度制御するものが
一般的であるから、使用記録信号付与時にインクが液状をなすものであればよい。
【００８４】
加えて、積極的に熱エネルギーによる昇温をインクの固形状態から液体状態への状態変化
のエネルギーとして使用せしめることで積極的に防止するため、またはインクの蒸発を防
止するため、放置状態で固化し加熱によって液化するインクを用いても良い。いずれにし
ても熱エネルギーの記録信号に応じた付与によってインクが液化し、液状インクが吐出さ
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れるものや、記録媒体に到達する時点では既に固化し始めるもの等のような、熱エネルギ
ーの付与によって初めて液化する性質のインクを使用する場合も本発明は適用可能である
。このような場合インクは、特開昭５４－５６８４７号公報あるいは特開昭６０－７１２
６０号公報に記載されるような、多孔質シート凹部または貫通孔に液状または固形物とし
て保持された状態で、電気熱変換体に対して対向するような形態としてもよい。本発明に
おいては、上述した各インクに対して最も有効なものは、上述した膜沸騰方式を実行する
ものである。
【００８５】
さらに加えて、本発明に係る記録装置の形態としては、コンピュータ等の情報処理機器の
画像出力端末として一体または別体に設けられるものの他、リーダ等と組み合わせた複写
装置、さらには送受信機能を有するファクシミリ装置の形態を取るものであっても良い。
【００８６】
なお、本発明は、複数の機器（例えばホストコンピュータ、インタフェース機器、リーダ
、プリンタなど）から構成されるシステムに適用しても、一つの機器からなる装置（例え
ば、複写機、ファクシミリ装置など）に適用してもよい。
【００８７】
また、本発明の目的は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコ
ードを記録した記憶媒体（または記録媒体）を、システムあるいは装置に供給し、そのシ
ステムあるいは装置のコンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプ
ログラムコードを読み出し実行することによっても、達成されることは言うまでもない。
この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能を
実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成すること
になる。また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述
した実施形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コ
ンピュータ上で稼働しているオペレーティングシステム（ＯＳ）などが実際の処理の一部
または全部を行い、その処理によって前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれ
ることは言うまでもない。
【００８８】
さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能
拡張カードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書込まれた後
、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張カードや機能拡張ユニットに備わ
るＣＰＵなどが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施形態
の機能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【００８９】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、記録状況に合わせて柔軟に対応して予備吐出を効率
良く行うとともに、キャップから予備吐出によって溜まったインクが溢れることがなくな
り、記録装置内をインクで汚染されることを防止できるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の代表的な実施形態であるインクジェット方式に従って記録を行う記録ヘ
ッドを備えた記録装置の槻略構成を示す斜視図である。
【図２】図１に示した記録装置で用いられるインクジェットカートリッジの斜視図である
。
【図３】図１に示した記録装置の制御回路の構成を示すブロック図である。
【図４】図１に示した記録装置における予備吐出受け部の位置関係および予備吐出動作の
説明図である。
【図５】図４に示したキャップの拡大断面図である。
【図６】予備吐出制御処理を説明するためのフローチャートである。
【図７】予備吐出禁止時間に応じて次に実行される予備吐出における吐出ドット数と実行
時間間隔とを選択するテーブルを示す図である。
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【符号の説明】
２　キャリッジ
８６　記録ヘッド
１００　プリンタ制御部
３００　キャップ
４０１　予備吐出受け部
Ｃ　インクジェットカートリッジ
Ｐ　記録媒体

【図１】 【図２】



(15) JP 4590129 B2 2010.12.1

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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